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有限アイジング格子の統計力学
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最近,複素磁場平面卜5)複素温度華南 4-9k の零点分布の様子と甲転学

の解析的性質との関係が議論され?つある｡ そ こで,我々は数値実験的側面

から,これらの裏づけを得るために,-電子計算機を用いて,有限系の Ⅰsing

modelを謁った.7)格子の大きさは,たて,よこ,蒔きが,それぞれ 5個ず

っ (5×5×5)の配列で,週期的境界条件がっいている｡ configuration

の数は 227で約 1億になる｡,て計算した主な物理量は,羊れ レギー,比熱,磁
/■i

化,帯磁率等Jの温度変化である｡ 特に,比熱の peak,からは, infinite

systmlのTcの値が予想されるo 叉,解析的研究との比較のために,状態

和の零点分布を,複素温度平面,複素磁場平面で求めた.どちらも一次元分

布をしている｡ 特に,複素磁場平面での零点分布の様子は,理論的に予想し

た型のものが縛られた. 2)又,複素温度平面の零点分布では,三次元格子の

場合 (5XSxt菖),正の実軸の近傍 (そ打切点かTc )では,わずか●に斜

交している傾向が見られ るようである5如,より大きな格子につ早て,_更に

研究が望まれる｡
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